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保育原理
 

 ■概要
担当教員 坂本真一  保育の専門職として学習を進めるための基礎的な知識、意識すべき論

点を取り上げ、その背景や現状について理解を深める。また、日本を
中心として保育の思想、制度の歴史的変遷を整理し、現代社会におけ
る現状と課題について学ぶ。

 
授業形態 講義
学期 前期
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース１年
時間数 90分×15回
単位数 2

 

■目標
①保育の意義について理解する。
②保育所保育指針や幼稚園教育要領等における保育の基本について理解する。
③保育の内容と方法の基本について理解する。
④保育の思想と歴史的変遷について理解する。
⑤保育の現状と課題について考察する。

 

■各回の内容
1. 保育とは何か
2. 保育の基盤としての子ども観
3. 子ども理解
4. 保育の基本と保育内容・方法
5. 保育の計画と実践
6. 子どもが育つ環境
7. 子どもの健康と安全
8. 障がいのある子どもへの対応
9. 保育の歴史
10. 保育者の専門性・役割
11. 家庭支援と子育て支援
12. 保育の評価
13. 保育の質の向上
14. 保育の現状と課題
15. まとめ
16. 試験
 

■準備学習（予習・復習等）
予習：各回授業の最後に予習内容を示す。予習したことを踏まえて授業を行う。
復習：授業で取り上げた内容について各自復習することを基本とするが、必要に応じてレポート作成を求めたり、確認テストを実施する。

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
試験70％(試験終了後に解答の発表および解説を行う)
授業の振り返り30％(採点後に返却する)

 

■教科書
森上史朗 他 編『最新保育講座１保育原理』ミネルヴァ書房、2015年

 

■参考文献
文部科学省『幼稚園教育要領解説』フレーベル館、2008年
厚生労働省編『保育所保育指針解説書』フレーベル館、2008年
内閣府・文部科学省・厚生労働省『幼保連携型認定こども園 教育・保育要領解説』フレーベル館、2015年
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教職入門
 

 ■概要
担当教員 堺　秋彦  教職課程を履修する上で、自らの人間性を振り返り、教職への入門的

な知識や技術を身に付け、教職への自覚を持つ。
 

授業形態 講義
学期 後期
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年
時間数 90分×15回
単位数 2

 

■目標
教職課程を履修する上での心構えを持ち、教職への入門的な知識や技術を身に付け、自覚を持つことができる。

 

■各回の内容
1. オリエンテーション
2. 教職課程における幼児教育
3. 幼稚園教育要領とは
4. 校務と校務分掌
5. 幼稚園教育要領　総則
6. 生きる力の意味と意義（全人教育）
7. 生きる力を育てる保育とは①「健康」
8. 生きる力を育てる保育とは②「人間関係」
9. 生きる力を育てる保育とは③「環境」
10. 生きる力を育てる保育とは④「言葉」
11. 生きる力を育てる保育とは⑤「表現」
12. 生きる力を育てる保育とは⑥「総合」
13. 教師の在り方
14. 環境設定における意義
15. まとめ
 
 

■準備学習（予習・復習等）
・予習、復習として幼稚園教育要領を熟読する。
・幼児を観察する。
・保育者のこどもの関わり方を観察し、事例をまとめる。

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
幼稚園教育要領を含む専門教養の知識・技術の習得度（事例研究）
事例20％　レポート30％　事例研究成果50％

 

■教科書
文部科学省『幼稚園教育要領解説』最新版
厚生労働省『保育所保育指針解説書』

 

■参考文献
随時紹介
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保育課程論
 

 ■概要
担当教員 狩野奈緒子  教育課程と保育課程の意義、指導計画の役割と立て方などについて理

解を深める授業を展開する。グループワークなどを通し、指導計画を
作成してみる。

 
授業形態 講義
学期 後期
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年
時間数 90分×15回
単位数 2

 

■目標
保育をするうえで重要な計画について理解するとともに、実際に作成出来る力を養う。自分の保育を振り返り、改善点をみつけ、保育の充実につ
なげられる様になる。実習や保育現場で役に立つ、実践力を身に付ける。

 

■各回の内容
1. 保育課程、教育課程とは・計画を立てる意義
2. カリキュラムの基礎理論
3. 保育所や幼稚園、施設における計画
4. 保育の評価と改善
5. 保育所の保育課程と計画（０～２歳）
6. 保育所の保育課程と計画（３～５歳）
7. 幼稚園の教育課程と計画
8. 指導計画作成の基本、心掛けること①
9. 指導計画作成の基本、心掛けること②
10. 指導案作成①
11. 指導案作成②
12. 発表①
13. 発表②
14. 小学校との連携・指導要録について
15. 保育の充実、保育の質の向上
 
 

■準備学習（予習・復習等）
「親と子の広場」への参加など、実習以外で、子どもや保護者と関わる機会を出来るだけもつこと。子どもの年齢ごとの発達に関する知識をつか
んでおく。前もって教科書を見ておくことが望ましい。授業で紹介した参考文献や資料を読み、より深く学びたい自己の課題を明確にすること。

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
指導案など50％
授業の際の小レポート20％
最終レポート30％

 

■教科書
柴崎正行・戸田雅美・増田まゆみ編『保育課程・教育課程総論（最新保育講座）』ミネルヴァ書房　

 

■参考文献
その都度、授業で紹介する。
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こども家庭福祉
 

 ■概要
担当教員 坂本真一  児童の権利を保障する観点から児童とその家庭を取り巻く生活の現状

とその課題について取り上げる。また、児童とその家庭が抱える福祉
問題に対する施策、制度、サービス等について取り上げる。
各回の内容に沿って、教科書を中心に講義を進めていくが、理解を深
めるために視聴覚教材を用いたり、事例検討も行う。

 
授業形態 講義
学期 後期
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年
時間数 90分×15回
単位数 2

 

■目標
①現代社会における児童家庭福祉の意義について理解することができる。
②児童家庭福祉と保育との関連性および児童の人権について理解することができる。
③児童家庭福祉の制度や実施体系等について理解することができる。
④児童家庭福祉の現状と課題について理解することができる。
⑤児童家庭福祉の動向と展望について理解することができる。

 

■各回の内容
1. 現代社会と児童家庭福祉
2. 児童家庭福祉の概念と理念①児童家庭福祉の概念と範囲・理念
3. 児童家庭福祉の概念と理念②児童の権利と児童虐待
4. 児童家庭福祉需要の内容と把握方法
5. 児童家庭福祉の実施体制①児童福祉の法制・児童福祉法
6. 児童家庭福祉の実施体制②児童福祉関連法規
7. 児童家庭福祉の実施体制③児童福祉の組織
8. 児童家庭福祉の実施体制④児童相談所および児童福祉司・児童心理士
9. 児童家庭福祉の実施体制⑤福祉事務所・保健所・家庭裁判所等および児童福祉施設
10. 児童家庭福祉・保健・医療サービスの現状①保育と養護および施設福祉サービス(里親を含む)
11. 児童家庭福祉・保健・医療サービスの現状②在宅福祉サービスおよび保健・医療サービス
12. 民間サービスの意義と役割および現状
13. 児童および家庭に対する相談援助活動
14. 児童家庭福祉をめぐる我が国と諸外国の動向
15. まとめ
16. 試験
 

■準備学習（予習・復習等）
予習：各回授業の最後に予習内容を示す。予習したことを踏まえて授業を行う。
復習：授業で取り上げた内容について各自復習することを基本とするが、必要に応じてレポート作成を求めたり、確認テストを実施する。

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
試験70％(試験終了後に解答の発表および解説を行う)
授業の振り返り30％(採点後に返却する)

 

■教科書
相澤譲治・井村圭壯編著『児童家庭福祉の理論と制度』勁草書房、2011年

 

■参考文献
その都度、紹介する。
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保育基礎演習
 

 ■概要
担当教員 狩野奈緒子・長谷川美香  保育実践の基礎について保育参加観察での実践を振り返りながら学ぶ

。乳幼児とかかわる中での気づきや疑問，葛藤をVTR記録を見ながら
話し合い，共有する中で考えあう機会を重ねる。
実習記録の書き方を，参加観察の中のエピソードを取り上げながら学
ぶ。

 
授業形態 演習
学期 前期
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年
時間数 90分×15回
単位数 2

 

■目標
保育実践の基礎について，保育参加観察を通して，学び理解する。
実習記録を書くにあたっての視点や，書き方について実践を通して理解する。

 

■各回の内容
1. ガイダンス
2. 子どもとのかかわり
3. 親と子の広場について
4. 保育所の保育について
5. 参加観察の中での気づき
6. 発達と遊びの変化
7. 子どもとのかかわりから学ぶこと１
8. 子どもとのかかわりから学ぶこと２
9. 子どもとのかかわりから学ぶこと３
10. 保育者と子どもとのかかわり
11. 観察記録の書き方１
12. 観察記録の書き方２
13. 観察記録の書き方３
14. 参加観察からの気づきを話し合う
15. 参加観察からの話し合い発表とまとめ
 
 

■準備学習（予習・復習等）
親と子の広場などに積極的に参加する。
観察の視点を持って保育参加観察に臨む。
授業で紹介した参考文献を読み、今後学び続けたい自己の課題を明確にすること。

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
保育観察事後レポート30％
発表と課題レポート70％

 

■教科書
対話から生まれる乳幼児の学びの物語―子ども主体の保育の実践と環境―　大豆生田啓友編著　Gakken

 

■参考文献
その都度紹介する
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保育内容総論
 

 ■概要
担当教員 狩野奈緒子  今日の保育の現状や課題について理解を深める。

保育内容全般を概観し、保育者の子ども理解の過程や、保育者に求め
られる姿をまなぶ。

 
授業形態 演習
学期 前期
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年
時間数 90分×7.5回
単位数 1

 

■目標
保育の目標、子どもの発達、保育の内容を通して、総合的な保育内容の理解を深めることができる。

 

■各回の内容
1. 保育の基本と保育内容
2. 5領域のねらいと内容
3. 保育の１日の流れと保育内容ー遊びを中心としてー
4. 子どもの育ちと保育内容①
5. 子どもの育ちと保育内容②
6. 子どもの育ちと保育内容③
7. 子どもの育ちと保育内容④
8. まとめ
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■準備学習（予習・復習等）
親と子の広場やボランティア等で積極的に子どもと関わる。
必要な部分は、テキストを読み、授業に備える。
授業で紹介した参考文献を読み、より深く学びたい自己の課題を明確にすること。

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
振り返りーシート40％
課題レポート60％

 

■教科書
『保育内容総論』株式会社みらい

 

■参考文献
幼稚園教育要領解説
保育所保育指針開設
幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説
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保育内容演習（人間関係）
 

 ■概要
担当教員 堺秋彦　奥田美由紀  人間関係の基礎を培う幼児期の重要性や適切なかかわりについて学び

を深める。
保育現場のエピソードを中心として、保育の中の人間関係の理解を深
める。

 
授業形態 演習
学期 前期
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年
時間数 90分×7.5回
単位数 1

 

■目標
人間関係の基礎を培う幼児期における人とのかかわりの重要性、および人間関係を育むための保育者の役割について理解を深めることができる。

 

■各回の内容
1. 保育の中の人間関係
2. 子ども観の転換
3. 領域「人間関係」の理解①
4. 領域「人間関係」の理解②
5. 子どもの見方・捉え方（事例からの読み取り）
6. 子どもの見方・捉え方（グループ討議）
7. 事例からの読み取りの共有（発表）
8. まとめ
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■準備学習（予習・復習等）
幼稚園教育要領解説・保育所保育指針の領域「人間関係」を読んでおくこと
「親と子の広場」に自主的に参加し、子どもの遊びを観察してみること

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
振り返りシート40％
課題レポート60％

 

■教科書
幼稚園教育要領解説

 

■参考文献
保育所保育指針解説
幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説

 

7 / 29



2017/04/01
 

保育内容演習（言葉）
 

 ■概要
担当教員 狩野奈緒子  領域「言葉」に関して，具体的な事例等を取り上げながら，子どもの

ことばの育ちについて学ぶ。保育の中で出会う子どもとの係わりの中
で，ことばの力を育むための保育内容や係わりの在り方について，観
点を挙げて考察を深める。

 
授業形態 演習
学期 前期
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年
時間数 90分×7.5回
単位数 1

 

■目標
ことばの発達を促す保育内容について理解し、保育者としての子どもとの係わり方について考える。

 

■各回の内容
1. 保育の基本とは
2. 保育の専門性とは
3. 領域言葉のねらいと保育者の役割
4. 領域言葉と保育内容
5. 環境構成と領域言葉
6. 指導計画と領域言葉
7. 保育実践の中で領域言葉を考える
8. まとめ
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■準備学習（予習・復習等）
子どもの日常的なコミュニケーションやことばの使い方に注目し，事例を通して考えることに興味を持つ.
授業で紹介した参考文献や資料を読み、より深く学びたい自己の課題を明確にすること。

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
小レポート30％
課題レポート70％

 

■教科書
最新保育講座　保育内容「言葉」　柴崎正行・戸田雅美・秋田喜代美編　ミネルヴァ書房

 

■参考文献
その都度紹介する

 

8 / 29



2017/04/01
 

保育内容演習（表現）
 

 ■概要
担当教員 絹川　文仁  保育現場でよく扱われる絵本を教材に、学生１人につき１つの作品を

担当し、毎回の授業で読み聞かせの発表していくことを原則とする。
場合によっては、１つの作品を複数の学生で担当する時もある。作品
の選択については任意とするが、自身の思い出の作品等のほうが表現
効果の高まる可能性が高いので、それを常に留意していくこととする
。発表形式とする目的は、将来の保育に直接役立てていくことである
。尚、授業の趣旨を理解できるよう、１回目のオリエンテーションで
詳細を説明し、２回目の授業で全員がミニ発表を体験（一人につきあ
る作品を１ページずつ）、３回目から本格的に１つの作品を発表して
いく。また、同演習Ⅱまで、毎回の授業のスタート時にボイストレー
ニングを行うので、それに相応しい服装で出席すること。

 
授業形態 演習
学期 前期
必修・選択の別 選択
対象学生 こども保育コース1年
時間数 90分×7.5回
単位数 1

 

■目標
保育において重要な位置を占めるのが絵本の読み聞かせであるが、絵や文字の構成等に細かい工夫や配慮がなされているのが常である。しかも、
それらにこそ、パフォーマンスの仕方の大きなヒントが潜在しているのであり、このことを常に確認しながら、授業を進めていき、保育者に相応
しいレベルにまとめていく。

 

■各回の内容
1. オリエンテーション
2. 絵本のミニ発表（1人1ページずつ）
3. 一人ずつの発表①
4. 一人ずつの発表②
5. 一人ずつの発表③
6. 一人ずつの発表④
7. 一人ずつの発表⑤
8. 一人ずつの発表⑥、まとめ
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■準備学習（予習・復習等）
作品の選択は原則的に任意であるが、本学図書館や担当教員の助言等も積極的に活用すること。また、授業で非常に参考となった作品は、経済的
事情が許す限り、自ら購入しておくと、将来の保育の業務に大いに役立つものがある。尚、毎回のボイストレーニングは日常的に行うと、より効
果的ゆえ、是非毎日実践してほしい。

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
個々の発表の評価（６０％）
レポート（４０％）

 

■教科書
なし

 

■参考文献
その都度、授業で紹介する。
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2017/04/01
 

保育内容演習Ⅱ（表現）
 

 ■概要
担当教員 絹川　文仁  原則的に２人１組となって、それぞれこどもの歌を1曲ずつ歌唱とピ

アノを担当し、発表していく。同演習に引き続き、発表形式をとるこ
とによって、将来の保育業務に役立てることを狙いとする。加えて、
どの曲も仕上げとして、全員で斉唱（場合によっては合唱）を行うこ
とを原則とする。曲の担当は、できるだけ学生の能力に応じて指定し
ていくが、両手によるピアノ演奏が困難等々の問題が生じた場合には
、必ず担当教員と相談して、より妥当な方策を得ること。１回目の授
業で担当教員が模範例を示しながら、各学生の分担を決定し、2回目
の授業より、各学生の発表を行う。また、学歌の斉唱を適宜取り入れ
ていく。尚、同演習と同様に、ボイストレーニングを毎回の授業で行
うので、それに相応しい服装で出席すること。

 
授業形態 演習
学期 前期
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年
時間数 90分×7.5回
単位数 1

 

■目標
常に将来の保育を見据えながら、こどもの歌の表現を磨いていく。それには。楽譜における一つの音符や休符も決して疎かにせず、それぞれに込
められた歌詞との意味合いというものを常に探求することが肝要である。最終目標は、どの曲も弾き歌いができるようになることである。また、
曲によっては、視覚的な工夫も施し、こどもの感性により良い刺激を与える可能性を拡げていく。また、本学の学歌も教材とし、本学の学生に相
応しい歌唱を身につけることとする。尚、同演習に引き続きボイストレーニングを実施し、声の出しやすい身体を少しずつ育んでいく。

 

■各回の内容
1. オリエンテーション
2. こどもの歌の発表①
3. こどもの歌の発表②
4. こどもの歌の発表③
5. こどもの歌の発表④
6. こどもの歌の発表⑤
7. こどもの歌の発表⑥
8. こどもの歌の発表⑦、まとめ
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■準備学習（予習・復習等）
他の学生が発表する曲も積極的に歌いこなし、ピアノパートも練習すること。また、自分で解決できない部分が少しでも生じたら、必ず担当教員
に質問すること。ひとつの理想は、授業で扱った曲を移調して演奏できることで、このスキルを身につけると、保育において即戦力となりやすい
。

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
個々の発表の評価（６０％）
レポート（４０％）

 

■教科書
なし

 

■参考文献
あそびうたベスト50（民衆社）
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2017/04/01
 

保育内容演習（健康）
 

 ■概要
担当教員 堺 秋彦  

幼稚園実習Ⅰで観察したこどもの様子や教師の働きかけを振り返り、
「こどもにとって遊び」とは何か、「こどもにとって健康とは何か」
を考察する。その上で、グループで発達段階に応じた「遊び」の指導
案を作成し、模擬遊びを行う。

 
授業形態 演習
学期 後期
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年
時間数 90分×7.5回
単位数 1

 

■目標

保育所や幼稚園における集団生活において、こどもが苦しい、悲しい、辛いと感じるような困難なことに対してこども自らの力で乗り越え、日々
の生活を「楽しい」と感じて送ることができるようになるためには保育者はこどもの気持ちをどのように理解し受け止め、援助をすればよいのか
また、どのような環境を設定することが必要なのかを考察できる。

 

■各回の内容
1. オリエンテーション　
2. 「健康」の定義と「こどもの健康」について　　
3. 模擬遊び①（3歳児　4歳児　5歳児）
4. 模擬遊び②（3歳児　4歳児　5歳児）
5. 模擬遊び③（3歳児　4歳児　5歳児）
6. 模擬遊び④（3歳児　4歳児　5歳児）
7. 模擬遊び⑤（3歳児　4歳児　5歳児）
8. まとめ
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■準備学習（予習・復習等）
・予習、復習として幼稚園教育要領解説ｐ２～ｐ８９（序章・１章・２章《健康》）までを熟読する。
・予習として、幼児の「運動遊び」を調べ、指導案を作成する。

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
指導案　　50％
模擬保育　50％（参加態度含む）

 

■教科書
文部科学省 編『幼稚園教育要領解説』フレーベル館 2010年　

 

■参考文献
その都度、授業で紹介する。
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保育内容演習（環境）
 

 ■概要
担当教員 堺秋彦　奥田美由紀  子どもを取り巻く環境の重要性を認識し、子どもを取り巻く環境につ

いて学びを深める
人的環境としての保育者の役割を知り、具体的なかかわりについて考
えを深める

 
授業形態 演習
学期 後期
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年
時間数 90分×7.5回
単位数 1

 

■目標
乳幼児期における環境の重要性を認識し、子どもを取り巻く環境について学びを深め、保育者として適切な援助ができる。

 

■各回の内容
1. 環境とは
2. 子どもの育ちと領域「環境」①
3. 子どもの育ちと領域「環境」②
4. 子どもの主体的な遊びと環境
5. 保育者の意図と環境構成
6. 環境構成の実際①
7. 環境構成の実際②
8. まとめ
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■準備学習（予習・復習等）
幼稚園の保育室・園庭・地域の環境を見学し、記録をしておく
「親と子の広場」に参加し、子どもと環境とのかかわりを観察してみる

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
課題レポート50％
提出作品　　50％

 

■教科書
幼稚園教育要領解説

 

■参考文献
保育所保育指針開設
幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説
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2017/04/01
 

保育表現技術(音楽表現)
 

 ■概要
担当教員 絹川・高田・菅野(仁)・菅野(弘）福地  ①保育現場において必要な楽曲や伴奏法などの技法を身につける。

②できるだけ多くの楽曲に触れ、自分の得意とするレパートリーを増
やす。
③弾き歌いができるようにする。
④楽譜を読むために必要な基本的知識、歌唱、演奏するために基本的
な技能を身につける。

 
授業形態 演習
学期 前期
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年
時間数 90分×7.5回
単位数 1

 

■目標
子どもに音楽の楽しさや表現方法を伝えるために自らが音楽の技術の向上を図り、実践につなげる。

 

■各回の内容
1. オリエンテーション・４月の歌（１）
2. ４月の歌（２）・４月の歌（３）
3. ４月の歌（４）・春の歌
4. ５月の歌（１）・５月の歌（２）
5. ５月の歌（３）・５月の歌（４）
6. ６月の歌（１）・６月の歌（２）
7. ６月の歌（３）・６月の歌（４）
8. 個人発表
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■準備学習（予習・復習等）
それぞれ課題に出された曲を完全に弾き歌いできるように練習する

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
個人発表課題達成度100％

 

■教科書
繁下和雄 著『幼児のうた130選』全国社会福祉協議会
森本琢朗・池田恭子 共著『ジュニアクラスの楽典問題集』ドレミ楽譜出版
小林美実　編『こどものうた２００』チャイルド本社

 

■参考文献
各自のレベルに応じて授業時に指示する
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2017/04/01
 

保育表現技術Ⅱ(音楽表現)
 

 ■概要
担当教員 絹川・高田・菅野(仁)・菅野(弘)・福地  ①保育現場において必要な楽曲や伴奏法などの技法を身につける。

②できるだけ多くの楽曲に触れ、自分の得意とするレパートリーを増
やす。
③弾き歌いができるようにする。
④楽譜を読むために必要な基本的知識、歌唱、演奏するために基本的
な技能を身につける。

 
授業形態 演習
学期 前期
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年
時間数 90分×7.5回
単位数 1

 

■目標
子どもに音楽の楽しさや表現方法を伝えるために自らが音楽の技術の向上を図り、実践につなげる。

 

■各回の内容
1. ７月の歌（１）・７月の歌（２）
2. ７月の歌（３）・７月の歌（４）
3. ８月の歌（１）・８月の歌（２）
4. ８月の歌（３）・８月の歌（４）
5. 夏の歌・９月の歌（１）
6. ９月の歌（２）・９月の歌（３）
7. ９月の歌（４）・９月の歌（５）
8. 個人発表
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■準備学習（予習・復習等）
それぞれ課題に出された曲を完全に弾き歌いできるように練習する

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
実技試験80％、筆記試験20％

 

■教科書
繁下和雄 著『幼児のうた130選』全国社会福祉協議会
森本琢朗・池田恭子 共著『ジュニアクラスの楽典問題集』ドレミ楽譜出版
小林美実　編『こどものうた２００』チャイルド本社

 

■参考文献
各自のレベルに応じて授業時に指示する
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2017/04/01
 

保育表現技術Ⅲ(音楽表現)
 

 ■概要
担当教員 絹川・高田・菅野(仁)・菅野(弘)・福地  ①保育現場において必要な楽曲や伴奏法などの技法を身につける。

②できるだけ多くの楽曲に触れ、自分の得意とするレパートリーを増
やす。
③弾き歌いができるようにする。
④楽譜を読むために必要な基本的知識、歌唱、演奏するために基本的
な技能を身につける。

 
授業形態 演習
学期 後期
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年
時間数 90分×7.5回
単位数 1

 

■目標
子どもに音楽の楽しさや表現方法を伝えるために自らが音楽の技術の向上を図り、実践につなげる。

 

■各回の内容
1. 秋の歌・１０月の歌（１）
2. １０月の歌（２）・１０月の歌（３）
3. １０月の歌（４）・１１月の歌（１）
4. １１月の歌（２）・１１月の歌（３）
5. １１月の歌（４）・１２月の歌（１）
6. １２月の歌（２）・１２月の歌（３）
7. １２月の歌（４）・１２月の歌（５）
8. 個人発表
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■準備学習（予習・復習等）
それぞれに出された曲を完全に弾き歌いできるように練習する

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
個人発表課題達成度100％

 

■教科書
繁下和雄 著『幼児のうた130選』全国社会福祉協議会
森本琢朗・池田恭子 共著『ジュニアクラスの楽典問題集』ドレミ楽譜出版
小林美実　編『こどものうた２００』チャイルド本社

 

■参考文献
各自のレベルに応じて授業時に指示する
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2017/04/01
 

保育表現技術Ⅳ(音楽表現)
 

 ■概要
担当教員 絹川・高田・菅野(仁)・菅野(弘)・福地  ①保育現場において必要な楽曲や伴奏法などの技法を身につける。

②できるだけ多くの楽曲に触れ、自分の得意とするレパートリーを増
やす。
③弾き歌いができるようにする。
④楽譜を読むために必要な基本的知識、歌唱、演奏するために基本的
な技能を身につける。

 
授業形態 演習
学期 後期
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年
時間数 90分×7.5回
単位数 1

 

■目標
子どもに音楽の楽しさや表現方法を伝えるために自らが音楽の技術の向上を図り、実践につなげる。

 

■各回の内容
1. 冬の歌・１月の歌（１）
2. １月の歌（２）・１月の歌（３）
3. １月の歌（４）・２月の歌（１）
4. ２月の歌（２）・２月の歌（３）
5. ２月の歌（４）・３月の歌（１）
6. ３月の歌（２）・３月の歌（３）
7. ３月の歌（４）・３月の歌（５）
8. グループ発表
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■準備学習（予習・復習等）
それぞれ課題に出された曲を完全に弾き歌いできるように練習する

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
実技試験80％、筆記試験20％

 

■教科書
繁下和雄 著『幼児のうた130選』全国社会福祉協議会
森本琢朗・池田恭子 共著『ジュニアクラスの楽典問題集』ドレミ楽譜出版
小林美実　編『こどものうた２００』チャイルド本社

 

■参考文献
各自のレベルに応じて授業時に指示する
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2017/04/01
 

保育表現技術(造形表現)
 

 ■概要
担当教員 宍戸美喜子  保育の現場で必要な造形表現の基礎である、色彩の効果、描画材料・

素材の特徴、紙や粘土などの立体表現の知識や技術を作品の制作（教
材研究として）を通して身に付ける。

 
授業形態 演習
学期 後期
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年
時間数 45分×15回
単位数 1

 

■目標
保育者自身が造形活動を通して、その楽しさ・面白さを味わい、豊かな感性や創造力を身に付けることができる。そのために必要な材料や道具等
に関する具体的な知識や技能を身に付けることができる。

 

■各回の内容
1. オリエンテーション
2. 色を楽しむ（色の性質）
3. 造形表現技法体験（平面―色鉛筆）①
4. 造形表現技法体験（平面―色鉛筆）②
5. 造形表現技法体験（平面―色鉛筆）③
6. 造形表現技法体験（平面―色鉛筆）④
7. 造形表現技法体験（平面―色鉛筆）⑤
8. 造形表現技法体験（平面―色鉛筆）⑥
9. 造形表現技法体験（立体―紙の造形）①
10. 造形表現技法体験（立体―紙の造形）②
11. 造形表現技法体験（立体―紙の造形）③
12. 造形表現技法体験（立体―紙の造形）④
13. 造形表現技法体験（立体―紙の造形）⑤
14. 造形表現技法体験（立体―紙の造形）⑥
15. 造形表現技法体験（画材と紙の特徴）
 
 

■準備学習（予習・復習等）
事前に題材のアイディアスケッチや資料収集をする。

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
課題制作の構想10％、課題作品評価80％、制作の意欲・態度10％

 

■教科書
なし

 

■参考文献
その都度授業で紹介する。
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2017/04/01
 

保育表現技術(言葉)
 

 ■概要
担当教員 宍戸美喜子  制作後の鑑賞会や作品のタイトル提示など、造形表現から子どもが獲

得した「言葉」のイメージや意味がさらに広がりや深まりを見せるこ
と。また、逆に保育者の効果的な「言葉」の提示が、子どもの豊かで
のびのびとした造形表現を導き出すこと。これらのことを造形活動を
通して理解する。

 
授業形態 演習
学期 後期
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年
時間数 45分×15回
単位数 1

 

■目標
子どもが経験から育んだ言葉やそのイメージを生かし、さらに感性豊かな造形作品として表現させる知識や技能を身に付けることができる。

 

■各回の内容
1. オリエンテーション
2. 季節を形に表す（クレヨンの表現）「お願いサンタさん」①
3. 季節を形に表す（クレヨンの表現）「お願いサンタさん」②
4. 季節を形に表す（クレヨンの表現）「お願いサンタさん」③
5. 季節を形に表す（クレヨンの表現）「お願いサンタさん」④
6. 季節を形に表す（粘土の造形）「ステキなケーキ屋さん」①
7. 季節を形に表す（粘土の造形）「ステキなケーキ屋さん」②
8. 季節を形に表す（粘土の造形）「ステキなケーキ屋さん」③
9. 季節を形に表す（粘土の造形）「ステキなケーキ屋さん」④
10. 季節を形に表す（粘土の造形）「ステキなケーキ屋さん」⑤
11. 季節を形に表す（粘土の造形）「ステキなケーキ屋さん」⑥
12. イメージが豊かに広がる造形（モダンテクニック）「魔法のお水」①
13. イメージが豊かに広がる造形（モダンテクニック）「魔法のお水」②
14. タイトルから自分だけの表現に（動物の特徴をとらえる）①
15. タイトルから自分だけの表現に（動物の特徴をとらえる）②
 
 

■準備学習（予習・復習等）
事前に題材のアイディアスケッチや資料収集をする

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
課題制作の構想　　10％
課題作品評価　　　80％
制作の意欲・態度　10％

 

■教科書
なし

 

■参考文献
その都度授業で紹介する。
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2017/04/01
 

こどもとことば
 

 ■概要
担当教員 狩野奈緒子  子どもの言葉の発達について学び、発達段階に応じたかかわり方につ

いて考える。保育者として、子どもの言葉の発達を支える方法につい
て考える

 
授業形態 演習
学期 前期
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年
時間数 90分×7.5回
単位数 1

 

■目標
子どもの言葉の発達について理解し、発達を支える方法について理解する。

 

■各回の内容
1. ガイダンス
2. 乳幼児のことばの発達を考える
3. ことばとしての身体表現
4. コミュニケーションとしてのことば
5. 「何で」「どうして」という質問を通して育つもの
6. なりきることやごっこ遊びを通して育つもの
7. 文化財との出会いにより育つもの
8. まとめ
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■準備学習（予習・復習等）
参加観察の中で子どもとかかわりながら考える。
授業で紹介した参考文献や資料を読み、自己の課題を明確にしていくこと。

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
小レポート30％
課題レポート70％

 

■教科書
最新保育講座　保育内容「言葉」柴崎正行・戸田雅美・秋田喜代美　編　ミネルヴァ書房

 

■参考文献
その都度紹介する

 

19 / 29



2017/04/01
 

障がい児保育
 

 ■概要
担当教員 狩野奈緒子  障害の特性について学び，保育の中でのかかわり方について考える。

障害を持つこどもの保護者を支えることについて学ぶ。
 

授業形態 演習
学期 後期
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年
時間数 90分×15回
単位数 2

 

■目標
障害特性について理解し、保育の中での子どもの見方やかかわり方について理解する。
保護者支援や機関連携について理解する。

 

■各回の内容
1. 障害児保育とは
2. 障害を持つ子どもとのかかわり
3. 知的障害の子ども
4. 自閉症スペクトラム障害の子ども１
5. 自閉症スペクトラム障害の子ども２
6. 注意欠如多動性障害の子ども
7. 言語障害の子ども
8. 運動機能障害の子ども
9. 聴覚障害の子ども
10. 障害を持つ子どもの家族を支える
11. 診断から療育へ
12. 専門機関や医療機関とのつながり
13. 本人の気持ち
14. ケース会議の持ち方
15. まとめ
 
 

■準備学習（予習・復習等）
実習の中で「気になる子ども」について記録し話し合う。
授業で紹介した事例や参考文献を読み、なお学びたいと思う自己の課題を明確にすること。

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
小レポート40％
発表と課題レポート60％

 

■教科書
ライフステージを見通した障害児の保育・教育　　＜シリーズ知のゆりかご＞小林　徹・栗山宣夫　編
みらい

 

■参考文献
星山麻木 編『障害児保育ワークブック』萌文書林
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乳幼児と共に
 

 ■概要
担当教員 山下敦子  ３歳未満児の発達と保育内容について学び，乳幼児保育の役割や理論

、技術について学ぶ。
未満児の発達の連続性や保育内容について、「親と子の広場」での保
育参加観察等を通して、体験的に、共有しながら学びを深める。

 
授業形態 演習
学期 後期
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年
時間数 90分×15回
単位数 2

 

■目標
新生児から３歳未満児までの発達と保育内容を学び，乳幼児保育の基本的な理論，知識，技術について理解することができるようになる。

 

■各回の内容
1. 乳児保育の理念と意義
2. 保育所における乳児保育の現状と課題
3. 乳児院における乳児保育の現状と課題
4. 家庭的保育・小規模保育における乳児保育の現状と課題
5. 乳児や家庭を取り巻く環境と子育て支援の場
6. 乳児保育における基本的な援助やかかわり
7. 6か月未満児の発達と保育内容
8. 6か月から1歳3か月未満児の発達と保育内容
9. 1歳3か月から2歳未満児の発達と保育内容
10. 2歳児の発達と保育内容
11. 乳児保育の計画と記録と評価
12. 乳児保育の環境づくり
13. 乳児保育における保育者の役割・乳児保育における保護者との連携
14.  地域との連携　ワークショップCAPこどもの暴力防止プログラム
15. 保健・医療機関、家庭的保育、地域子育て支援等との連携 
 
 

■準備学習（予習・復習等）
次回講義内容を事前に読んでくること。「親と子の広場」等を通じて乳幼児と積極的にかかわりを持ち，その発達に関心を持って授業に臨む。

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
授業の振り返りシート　70％
乳幼児の発達と保育まとめレポート30％

 

■教科書
乳児保育　寺田清美　他編　中央法規

 

■参考文献
その都度紹介する
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こどもの保健Ⅰ
 

 ■概要
担当教員 山下敦子  子どもに関わり支援する上で必要な健康についての理解を深める。

子どもの体の仕組みや、成長発達についての特徴を理解する。
 

授業形態 講義
学期 後期
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年
時間数 90分×15回
単位数 2

 

■目標
子どもの身体発育や生理機能および運動機能並びに精神機能の発達と保健について理解する。子どもの疾病とその予防法および適切な対応につい
て理解する。

 

■各回の内容
1. 子どもの健康と保健の意義
2. 子どもの成長・発達・発育の意味
3. 子どもの生理機能の発達と保健①
4. 子どもの生理機能の発達と保健②
5. 子どもの運動機能の発達と保健
6. 子どもの社会性の発達と保健
7. 子どもの情緒の発達と保健
8. 子どもの言葉の発達と保健
9. 子どもの認知能力の発達と保健
10. 子どもの病気と看護①
11. 子どもの病気と看護②
12. 子どもの病気と看護③
13. 乳幼児の基本的ケア　授乳・調乳
14. 乳幼児の基本的ケア　おむつ
15. 乳幼児の基本的ケア　抱っこ・おんぶ
 
 

■準備学習（予習・復習等）
講義時に次回予告をするので教科書等で予習をすること。復習を行い内容の理解に努めること。

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
確認の小テスト　3回実施　100％

 

■教科書
兼松百合子『子どもの保健・実習ーすこやかな育ちをサポートするために』同文書院

 

■参考文献
その都度、授業で紹介する
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保育実習指導Ⅰ
 

 ■概要
担当教員 奥田・坂本・堺・長谷川  1年次の保育実習指導Ⅰでは、保育実習Ⅰ(保育所)に臨むにあたり、実

習の目的や内容、方法などを理解し、実習日誌の書き方について学ぶ
。また実習後は、実習で体験し学んだことを整理して確認し、保育士
の役割や乳幼児の発達成長にかかわる援助のあり方に関する基本的事
項を理解する。

 
授業形態 演習
学期 通年
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年
時間数 90分×15回
単位数 2

 

■目標
（事前）実習の目的や内容、方法などを理解できる。
（事後）実習で体験し学んだことを整理して確認し、保育士の役割や乳幼児の発達成長にかかわる援助のあり方を理解できる。

 

■各回の内容
1. 保育実習Ⅰ（保育所）事前指導：保育所についての基本的な理解
2. 保育実習Ⅰ（保育所）事前指導：観察実習の目的、内容、方法などの理解
3. 保育実習Ⅰ（保育所）事前指導：実習日誌の書き方についての指導①
4. 保育実習Ⅰ（保育所）事前指導：実習日誌の書き方についての指導②
5. 保育実習Ⅰ（保育所）事前指導：部分・全日実習の目的、内容、方法などの理解①
6. 保育実習Ⅰ（保育所）事前指導：部分・全日実習の目的、内容、方法などの理解②
7. 保育実習Ⅰ（保育所）事前指導：児童文化財の意義
8. 保育実習Ⅰ（保育所）事前指導：児童文化財の活用①
9. 保育実習Ⅰ（保育所）事前指導：児童文化財の活用②
10. 保育実習Ⅰ（保育所）事前指導：実習に際しての留意事項
11. 保育実習Ⅰ（保育所）事後指導：実習の体験の発表と共有化①
12. 保育実習Ⅰ（保育所）事後指導：実習の体験の発表と共有化②
13. 保育実習Ⅰ（保育所）事後指導：実習の反省と自己課題の発見、今後の取り組み
 
 
 
 

■準備学習（予習・復習等）
配布資料を熟読し、観察の視点や実習日誌の書き方について理解する。
実習後は、体験を通しての学びや今後の課題・目標を明らかにする。

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
課題およびレポート50％
提出物　　　　　　50％

 

■教科書
福島県保育者養成校連絡会編『保育実習の手引き』

 

■参考文献
保育所保育指針解説
実習日誌・実習指導案パーフェクトガイド　わかば社
演習　児童文化　萌文書林
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保育実習Ⅰ(保育所)
 

 ■概要
担当教員 坂本・狩野・堺・奥田・山下・長谷川  既習の教科全体の知識・技能を基礎とし、これらを総合的に実践する

応用力を養い、さらに保育士としての職業倫理と子どもの最善の利益
の具体化について学びを深める。

 
授業形態 実習
学期 集中
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年
時間数 10日間
単位数 2

 

■目標
保育所の役割や機能等を実践現場での体験を通して具体的に理解することができる。

 

■各回の内容
1. 実習内容については「保育実習の手引き」を参照のこと
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■準備学習（予習・復習等）
実習施設について、その目的や設備・職員配置等についてまとめ、理解を深める

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
実習先の評価70％
実習日誌の記録内容30％

 

■教科書
なし

 

■参考文献
なし
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保育表現技術(身体表現)
 

 ■概要
担当教員 堺 秋彦・石山 波恵・小林真理  石山波恵先生の専門であるダンスの指導をはじめ、こどもが喜ぶ遊び

や手遊びを学び、グループで模擬保育をおこない、振り返りをする。
振り返りのなかから反省点を捉え、改善策を考える。

 
授業形態 演習
学期 前期
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年
時間数 90分×7.5回
単位数 1

 

■目標
多様なダンスや遊びを通じて、各素材にある「感性」を育てる要素をみつけ、保育においてこどもが自発的に楽しみながら表現活動に取り組み、
「感性」を育んでいける保育技術を身につけることができる。

 

■各回の内容
1. オリエンテーション　・　グループ決め
2. 楽しいダンス　１
3. 楽しいダンス　２　　・　　模擬保育　１
4. 楽しいリトミック１　・　　模擬保育　２
5. 楽しいリトミック２　・　　模擬保育　３
6. 楽しい遊び　１　　　・　　模擬保育　４
7. 楽しい遊び　２　　　・　　模擬保育　５
8. まとめ
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■準備学習（予習・復習等）
・予習として、本やインターネットで「手遊び」や「遊び」を調べ、模擬保育の準備をグループで進める。
・復習として、模擬保育を省察し、振り返りレポートを作成する。

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
表現力　　50％
模擬保育　50％

 

■教科書
なし

 

■参考文献
その都度授業で紹介する。
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保育表現技術Ⅱ(身体表現)
 

 ■概要
担当教員 堺 秋彦・石山 波恵・小林真理  

保育表現技術（身体表現）に引き続き、創作ダンスに向けた取り組み
と模擬保育をおこなう。授業に取り組みながら、こどもの視点に立っ
た促し方や気持ちの受け止め方を考える。「こどもだったら」という
ことを常に念頭に置き授業を進める。

 
授業形態 演習
学期 前期
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年
時間数 90分×7.5回
単位数 1

 

■目標

多様なダンスや遊びを通して、各素材にある「感性」を育てる要素をみつけ、保育においてこどもが自発的に楽しみながら表現活動に取り組み、
「感性」を育んでいける保育技術を身につけることができる。

 

■各回の内容
1. オリエンテーション　
2. こどもとダンス　１　　・　　模擬保育　１
3. こどもとダンス　２　　・　　模擬保育　２
4. こどもと遊び　１　　　・　　模擬保育　３
5. こどもと遊び　２　　　・　　模擬保育　４
6. 創作ダンス　１　　　　・　　模擬保育　５
7. 創作ダンス　２　　　　・　　模擬保育　６
8. まとめ
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■準備学習（予習・復習等）
・予習として、本やインターネットで「手遊び」や「遊び」を調べ、模擬保育の準備をグループで進める。
・復習として、模擬保育を省察し、振り返りレポートを作成する。

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
表現力　　50％
模擬保育　50％

 

■教科書
なし

 

■参考文献
その都度授業で紹介する。

 

26 / 29



2017/04/01
 

保育表現技術Ⅲ(身体表現)
 

 ■概要
担当教員 堺秋彦・石山波恵・小林真理  芸術表現発表会に向けて、グループを作り、「テーマ」を決め前期で

習得した創造力と表現力を活かし、ダンスを創作する。
 

授業形態 演習
学期 後期
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年生
時間数 90分×7.5回
単位数 1

 

■目標
ダンスの特性を理解し、テーマにあった内容を「想像」から「創造」し、ダンスを創作することができる。

 

■各回の内容
1. オリエンテーション
2. グループ決め・テーマ決め
3. ダンス創作１
4. ダンス創作２
5. ダンス創作３
6. ダンス創作４
7. ダンス創作５
8. まとめ
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■準備学習（予習・復習等）
・本やインターネット等を利用して「身体表現」について調べる。
・グループで「ダンス」を創作する。
・創作した「ダンス」をグループで練習する。

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
創作力　　　50％
課題達成度　50%

 

■教科書
なし

 

■参考文献
その都度授業で紹介する。
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保育表現技術Ⅳ(身体表現)
 

 ■概要
担当教員 堺 秋彦・石山波恵・小林真理  芸術表現発表会に向けて、グループごとにダンスを創作し、練習をお

こないながら保育者に必要な表現力を身に付ける。
 

授業形態 演習
学期 後期
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年
時間数 90分×7.5回
単位数 1

 

■目標
ダンスの特性を理解したうえで、各自の創造性、協調性を発揮し、創作ダンスを通じて保育者としての「表現力」を高めることができる。

 

■各回の内容
1. オリエンテーション
2. 創作ダンス１
3. 創作ダンス２
4. 創作ダンス３
5. 創作ダンス４
6. 創作ダンス５
7. 芸術表現発表会
8. まとめ
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■準備学習（予習・復習等）
・本やインターネット等を利用して「身体表現」について調べる。
・グループで「ダンス」を創作する。
・創作した「ダンス」をグループで練習する。

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
表現力　　　50％
課題達成度　50％

 

■教科書
なし

 

■参考文献
その都度授業で紹介する。
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こどもと絵本
 

 ■概要
担当教員 狩野奈緒子  保育の中での絵本読みあいの意味や方法について考える。

絵本読みあいにおける、こどものイメージや想像性の発展について考
え、読みあいに使用する絵本の選択や、読みあいの工夫について考え
る。部分実習の指導案を作成して模擬保育を行い、省察をする。

 
授業形態 演習
学期 後期
必修・選択の別 必修
対象学生 こども保育コース1年
時間数 90分×15回
単位数 2

 

■目標
・絵本読みあいの歴史から、読みあいの意味について考える
・部分実習指導案の作成とともに模擬保育の実践を行い、保育実習に臨む課題について考える。

 

■各回の内容
1. 子どもの文化財の役割と活用
2. 絵本読みあいの歴史から考える
3. 幼稚園での読みあいから考えたこと１
4. 幼稚園での読みあいから考えたこと２
5. 読みあいに使いたい絵本を選ぶ
6. 読みあいの実演：グループワーク１
7. 読みあいの実演：グループワーク２
8. グループワークの内容を紹介する
9. 未満児の絵本を選んでみよう
10. 指導案を作ってみよう１
11. 部分指導案をもとに実演をする１
12. 絵本読みあい実演とグループワーク
13. 部分指導案をもとに実演する２
14. 省察
15. 省察　まとめ
 
 

■準備学習（予習・復習等）
絵本の読みあいに関心を持ち、子どもに合った絵本の選択をする.
授業で紹介した絵本の読み聞かせを実践し、省察を繰り返しながら自己の課題を明確にすること。

※短期大学設置基準では、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準と定められております。本学では講義、演習につい
ては、原則として15時間の授業をもって1単位としています*ので、1単位の講義、演習については、30時間、2単位の講義、演習については60時間の予習・復
習が必要となります(実験・実習は除く)。　　*学則第24条

 

■評価方法
指導案作成と実演50％
最終課題50％

 

■教科書
絵本から学ぶ子どもの文化　同文書院　浅木尚実編

 

■参考文献
その都度紹介する
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